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11：15 シャトルバス運行開始

11：30 受付開始（なら１００年会館）

12：30 オープニングアトラクション

13：00 開会式典　　　　　
全国老人福祉施設協議会感謝状授与式

13：40 情勢報告　　公益社団法人全国老人福祉施設協議会

14：10 講演①　「奈良は福祉の原点－聖武天皇・光明皇后と行基菩薩」
奈良県立図書情報館館長、国際日本文化研究センター  名誉教授　千田　稔 氏 

15：10 休憩（15分間）

15：25 講演②　「これからの介護事業の経営に向けて」
　　　	 〜厚生労働省での経験から〜

マッキンゼー・アンド・カンパニー日本支社、元厚生労働省  福祉人材確保対策室長　武内　和久 氏

16：55 次期開催滋賀県挨拶・閉会式

17：00 １日目終了・移動　

18：30～ 情報交換会（申込者）　ホテル日航奈良

9：00 シャトルバス運行開始

9：30 分科会受付開始（なら100年会館・ホテル日航奈良・はぐくみセンター）

10：00 分科会開始（別紙参照）

12：50 2日目 終了予定

1日目

2日目

7月26日木

7月27日金

●全国老人福祉施設協議会感謝状授与について
・大会当日の式典において、代表者に壇上にて感謝状を受け取っていただきます。
・その他の受賞者の感謝状は後日、全国老人福祉施設協議会より直送されます。
　大会会場では、お渡しいたしませんのでご留意ください。

全体会 （なら100年会館）

研究分科会

日　　　　程
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※全体会会場（なら100年会館）ご来場の際には公共機関をご利用ください

●無料シャトルバスのご案内
　近鉄奈良駅 → 無料シャトルバス（なら100年会館行き：約5分乗車）をご利用ください。運行時間と運
行区分及び乗車場所（「近鉄奈良駅」東改札口下車、 3番出口より徒歩1分）は、下記をご参照ください。

日 に ち 時　　　　間 区　　　　間

7月26日（木）
11：15〜13：30 近鉄奈良駅	 　　　　 	なら100年会館

全体会終了後（17：00〜18：30） なら100年会館	　　　　	 近鉄奈良駅
情報交換会終了後（20：30〜21：30） 日航ホテル	 　　　　	 近鉄奈良駅

7月27日（金）
9：00〜10：30 近鉄奈良駅	 　　　　 	なら100年会館

閉会式終了後（12：50〜13：50） なら100年会館	　　　　	 近鉄奈良駅

　各シャトルバスご利用に関する詳細は、最終案内と併せてご案内致します。
※上記シャトルバスの運行時間外でお越しの参加者の皆さまは、恐れ入りますが、「近鉄奈良駅」西改札口下車、 6 番出口すぐ。
　→ 奈良交通バス  9 番のりば  市内循環内回り（JR 奈良駅下車、徒歩 3 分）　料金 210 円　乗車約 5 分（10 分間隔）を 

ご利用いただきますようよろしくお願い致します。

◆大阪から
　○近鉄大阪難波 → 近鉄奈良［40分］
　　快速急行（奈良線）

　○本町 → 生駒［30分］ → 近鉄奈良［12分］
　　（地下鉄・近鉄東大阪線）　快速急行（奈良線）

　○ JR 大阪 → JR 奈良［47分］
　　直通快速（環状線・大和路線）

◆神戸から
　○阪神三宮 → 近鉄奈良［85分］
　　（近鉄・阪神相互直通運転）

◆京都から
　○近鉄京都 → 特急［34分］・急行［47分］ 
　　（近鉄京都線）→ 近鉄奈良
　○ JR 京都 → JR 奈良［44分］
　　快速（JR 奈良線）

◆和歌山から
　○ JR 和歌山→天王寺［42分］→ JR 奈良［33分］
　　特急（阪和線） 　　　　 　　　 快速（大和路線）

　○南海和歌山市 →特急（南海線）南海なんば［57分］→ 
　　→ 近鉄大阪難波→快速（奈良線）近鉄奈良［40分］
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　私たちがはたらく施設や事業所は、言うまでもなくこの国の社会保障制度の、とりわけ高齢者福祉分野に
おける主要な社会資源であり、したがってこの国の人口構成や経済の動向、また就業者人口や就業形態など
によっても、私たちのしごとは大きな影響を受けます。また、それらの課題に対して次々と打ち出され整備
される政策や制度にも、着実に対応することが求められます。
　一方、昨年内閣に設置された「人生100年時代構想会議」において、「介護離職ゼロ」に向けた取組を進め
る中での「最大の課題」と位置づけられたように、「介護人材の確保」は、私たちにとって今やまさに喫緊か
つ最重要な課題となっています。
　そのような困難な情勢の中においても、私たちは、自らに課せられ、期待される役割を存分に果たしてい
かなければなりません。「地域のあらゆる住民が役割を持ち、支え合いながら、自分らしく活躍できる」、「我
が事・丸ごと」の地域コミュニティづくりの拠点となるべく、私たちの担うべき役割は決して小さくありま
せん。
　これからの時代に向けた施設の役割の再確認と、今だからこそ一人ひとりにできることをしっかり考え、
深めていく機会として、今大会を開催致します。

7/26木

趣　　　　旨

マリンバ演奏
〈プロフィール〉

●高田 汐莉（たかた しおり）
京都市立芸術大学卒業。陸上自衛隊第3音楽隊を経て、現在関西を中心にオーケストラ、吹奏楽、
アンサンブルなどの演奏活動を行う。打楽器を渡辺有希子、宅間斉、山本毅、堀内吉昌、マリン
バを伊藤朱美子、名倉誠人、小森邦彦、各氏に師事。

●樽井 美咲（たるい みさき）
京都市立芸術大学管打楽専攻を首席で卒業。卒業に際し京都市長賞を受賞。同大学卒業演奏会、
打楽器新人演奏会等に出演。第22回日本クラシック音楽コンクール全国大会入選、第一回ウーヴェ
ルチュールコンサート最優秀賞受賞。マリンバソリストとして Osaka Shion Wind Orchestra 
と共演。一般社団法人アマービレフィルハーモニー管弦楽団正団員。フリー打楽器奏者として様々
な分野で活動中。

●山本 もも（やまもと もも）
京都市立芸術大学を首席で卒業。卒業に際し、市長賞を受賞。第18回 KOBE 国際音楽コンクー
ル打楽器 C 部門奨励賞を受賞。平成25年度・26年度公益財団法人青山財団奨学生。これまでに、
マリンバ協奏曲のソリストを２度務め、ソロリサイタルを２度開催。讃美歌ユニット shiohikari
として讃美歌を歌う活動も展開中。

●四元 美也香（よつもと みやか）
4歳よりピアノ、16歳からマリンバを始める。私立仁川学院中学・高等学校を経て、京都市立芸
術大学音楽学部打楽器専攻卒業。第29回関西打楽器新人演奏会にてパール賞受賞。第30回打楽
器新人演奏会に出演する。現在、フリーランスとしてオーケストラや吹奏楽の指導にも力を入れ
る等幅広く活動を行っている。これまでに打楽器・マリンバを山根亜美子、伊藤朱美子、山本毅、
名倉誠人、中村功、小森邦彦、竹原美歌、堀内吉昌に師事。

12：30〜 オープニングアトラクション（なら100年会館）
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13 : 00 開会式典 ・ 全国老人福祉施設協議会感謝状授与式

13 : 40 情勢報告　公益社団法人全国老人福祉施設協議会

14 : 10 講演会①

「奈良は福祉の原点－聖武天皇・光明皇后と行基菩薩」
奈良県立図書情報館館長、国際日本文化研究センター名誉教授　 千

せん

田
だ

　 稔
みのる

 氏 

　　　　　　　　　　　　

15 : 10 休　憩（15分間）

15 : 25 講演会②

「これからの介護事業の経営に向けて」〜厚生労働省での経験から〜

マッキンゼー・アンド・カンパニー日本支社、元厚生労働省  福祉人材確保対策室長　 武
たけ

内
うち

和
かず

久
ひさ

 氏

　　　　　　　　　　　　

16 : 55 次期開催滋賀県挨拶 ・閉会式

プロフィール

プロフィール マッキンゼー・アンド・カンパニー　アドバイザー
厚生労働省参与−保健医療2035推進−
公益社団法人全国老人福祉施設協議会理事
東京大学非常勤講師
福岡市政策参与　　北九州市先進的介護アドバイザー
日本医療政策機構シニア・フェロー 　
九州朝日放送コメンテーター　　　　　　　等を歴任

東京大学法学部卒

1994−2015	 厚生労働省医政局、老健局、社会・援護局、年金局、大臣官房等にて社会保障全般
［医療 /介護 /福祉 /子育て /年金 /雇用分野］の政策の企画立案、制度改正を20年余
りにわたって担う

2001−2005	 米国シンクタンクEBRI（在ワシントンDC）　客員研究員
2005−2008	 在英国日本国大使館（在ロンドン）  一等書記官
2011−2013	 マッキンゼー・アンド・カンパニー  日本支社
2013−2015	 厚生労働省  福祉人材確保対策室長　「保健医療２０３５」策定懇談会委員
2015−2017	 アクセンチュア　ヘルスケア部門統括  マネジング・ディレクター
2017−2018	 マッキンゼー・アンド・カンパニー  シニアクライアントアドバイザー

1942年　奈良県生まれ。
京都大学大学院文学研究科博士課程を経て　　
追手門学大学助教授、　奈良女子大学教授を経て国際日本文化研究センター教授。
現在、　国際日本文化研究センター名誉教授・奈良県立図書情報館館長 
博士（文学・京都大学）                  

濱田青陵賞、日本地理学会優秀賞、奈良新聞文化賞、古事記出版大賞

著書
「投資型医療」、「公平・無料・国営を貫く
英国医療改革」、「2025年、高齢者が難民
になる日」、「僕らが元気で長く生きるの
に本当はそんなにお金はかからない」

1日目 7月26日木 全体会 （なら100年会館）

近著
『飛鳥の覇者』（文英堂）、『こまやかな文明・日本』（NNT出版）
『別冊太陽　古事記』（監修・平凡社）、『古事記の宇

コスモス

宙 ― 神と自然』（中央公論新社）
『古代天皇誌』（東方出版）、『古代飛鳥を歩く』（中央公論新社）
『聖徳太子と斑鳩三寺』（吉川弘文館）、『奈良・大和を愛したあなたへ』（東方出版）
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声楽コンサート

18 : 30〜 　情 報 交 換 会（ホテル日航奈良）

相愛大学音楽学部声楽科卒業。奈良教育大学・大学院修了、在学中に特別表彰を受ける。第
15回和歌山音楽コンクール声楽部門第1位。第34回アジア国際音楽コンサート第1位及び審
査委員長賞 ( 審査委員長、日下部吉彦氏 )。第61回 TIAA 全日本クラシック音楽コンサートに
おいて最高位の優秀賞を受賞。第14回ブルクハルト国際音楽コンクール(第3位)、第14回ノー
ヴィ国際音楽コンクール ( 第2位 )、各コンクールにおいて声楽部門の最高位を受賞。第53回
なにわ芸術祭、新人奨励賞を受賞。第17回泉の森フレッシュコンサートにて最優秀演奏者に
選出、ガラコンサートに出演。その他数々のコンクールで上位入賞。ヘンデル作曲オペラ『ジュ
リアスシーザー』やオラトリオ『メサイア』等でソリストを務める。奈良市音声館の『やわらぎ
コンサート』シリーズでは、過去最多の来場者数を記録する等、ソロコンサートやリサイタル
にも力を入れている。現在は各地で演奏活動を行っている。京都音楽家クラブ会員。カウンターテナー

峯
みね

 本
もと

 大
だい

 地
ち

〈プロフィール〉

奈良教育大学音楽教育学科卒業、同大学院修了。幼少よりピアノを、大学から声楽を学ぶ。現
在は伴奏ピアニストとして数々のコンクールや演奏会に出演している。近年では第53回なに
わ芸術祭 ( 大阪 )、《ラ・フォル・ジュルネ・オ・ジャポン》( 東京 )、に伴奏で出演。ムジーク
フェストなら『やわらぎコンサート』では、声楽の全曲伴奏を務める等、各地で活躍している。
ソプラノとしては、ヒルトンホテルのアトリウムコンサートやゾリスデンきららの一員として
演奏会に出演する等、活動の場を広げている。

ピアノ

谷
たに

 林
ばやし

 朋
もえ

 香
か
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2日目 7月27日金 研究分科会 

●２日目分科会について
①各分科会では、近畿老人福祉施設協議会会員施設からの実践発表（6事例程度）を行っていただき、

各助言者からのアドバイスをいただき、参加者とともに共有します。

②参加者は、必ず申込用紙に希望の分科会番号を第2希望まで記入してください。

　　※各会場の定員を超過した場合は、第2希望を受講いただくこともありますのでご了承ください。

　　　分科会会場にて受付を終了した後は、各会場の入出を自由とします。

③分科会会場は後日決定の上、参加券の発送時に同封させていただきます。

10 : 00〜12 : 50（終了予定）　研究分科会

会場：なら100年会館 ・ ホテル日航奈良 ・ はぐくみセンター

第 １ 分 科 会

『伴走型自立ケアに向けた取り組み』 
～介護がもたらすあるべき自立とは、介護の可能性を探る～

特別養護老人ホーム国見苑

山　本　茂　雄
特別養護老人ホームハートピア堺　

次長　 光　永　直　子　氏

　要介護高齢者の「自立」とは身体機能のみならず、社会生活、尊厳の保持も含めた状態改善を指し、
そのための支援はより全人的なものでなければなりません。利用者一人ひとりが望む将来像と状態像
に基づき、願う“自立”を叶えるため、生活に伴走した支援のために私たちが出来ることを分かち合
う場にしたいと考えます。

【発表内容例】
●しくみに捉われないサービスの提供　　　　
●普通の暮らしとは、能力に応じた自立とは
●心身機能の改善をもたらす取り組み

テーマ

座長 助言者
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第 2 分 科 会

『軽費老人ホームの新たな機能と役割』
～地域の中での生活支援拠点として必要なこと～

社会福祉法人郁慈会　　

福　井　修　平
軽費老人ホーム幸福荘

施設長　野　内　清　幸  氏

　軽費老人ホーム・ケアハウスでは、自立・軽度要介護者・社会的養護を要する高齢者など、入居者
の多様化・重度化が進んでいます。
　今後は、自立支援を目指し、地域実情を踏まえて様々なニーズ等に取り組んでいかなければいけない
現状があり、今必要とされる新たな機能と役割などを発表していただき、共有していきたいと考えます。

【発表内容例】
●入居者の重度化への対応と取り組み 　　
●入居者確保の工夫について
●低所得高齢者への対応と取り組み     
●地域との関わりについての今までとこれから

第 3 分 科 会

『養護老人ホームにおける様々な成功例・失敗例を共有する』
～私たちに求められる支援・介護・看護とソーシャルワーク機能とは～

養護老人ホーム大和園広陽　

松　本　結美子
養護老人ホーム青葉荘　

施設長　細　谷　琢　郎  氏

　入所者の精神的不安定等ニーズの多様化及び重度化が年々進むと共に、地域で様々な困り事を抱える
幅広い高齢者等の「住まいの受け皿」として、養護老人ホームには幅広い専門的なソーシャルワーク機
能が求められています。
　本分科会を通じ、各施設での様々な取り組みを知ることで、困難事例等を共有し、これからの支援や
介護に活かしていければと考えます。

【発表内容例】
●高齢障がい者・精神障がい者・慢性疾患者の受け入れ　　　
●地域に馴染めない高齢者の受け入れとその対応　
●入所拒否・帰宅願望から施設安住までの対応

テーマ

テーマ

座長

座長

助言者

助言者
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第 4 分 科 会

『食べることは生きること』
～いつまでも、楽しく美味しく食べ続けるための工夫・実践～

特別養護老人ホーム高山ちどり　　

中　島　一　栄

社会福祉法人桜友会
特別養護老人ホームほほえみ福寿の家
摂食・嚥下リハビリテーション認定歯科衛生士
在宅療養指導・口腔機能管理認定歯科衛生士
老年歯科（日本老年歯科医学会）認定歯科衛生士
　　　　伊　藤　ひとみ  氏

　平成30年度−介護報酬改定において、歯科医療との連携や、施設における栄養管理体制の構築、在
宅要介護者の低栄養予防や栄養改善サービスの推進等が議論されています。
　本分科会では、生命活動の源である『食』を取り上げ、安全かつ安心、快適かつ美味しく、なにより
楽しく！食べて生きるための、経口維持や経口移行・ミールラウンド・栄養改善・口腔ケア等の取り組
み事例を発表していただきます。

【発表内容例】
●もう一度、口から食べたい！胃ろうから経口摂取へ（経口移行）
●口腔ケア実践による咀嚼・嚥下機能の回復事例（口腔衛生・口腔ケア）
●見た目も美味しく！介護食の工夫とは
●他（多）職種連携 - ミールラウンドで「食べる」を支える

第 5 分 科 会

『人生の最期を彩る看取り介護』
～命の終

しま

い方を共に考える～

特別養護老人ホーム学園前西　　

松　田　壮　広
医療法人北寿会　

理事長　北　神　敬　司　氏

人の数だけ生き方があり、最期があります。その人生の最期をどのように迎えるかは本人またはその
家族の選択であり、自分らしく生き終えるという権利、そして尊厳です。
私たちが在宅・施設サービスを問わず終末期に関わる中で、様々な不安や葛藤を抱いて来たことと思
います。またそれと同じく多くの学びも得られたはずです。
それらの経験が研究発表を通して共有され、全ての関わりのヒントとなり、これから訪れるそれぞれ
の最期にささやかながら色を添えることができればと考えます。

【発表内容例】
●お一人おひとり人生への寄り添いとまた工夫への取り組み
●看取り後も含めチーム内でどのような連携を図ったか？
●トラブルや苦情が生じた事例と今後に向けた対策について

テーマ

テーマ

座長

座長

助言者

助言者
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第 6 分 科 会

『認知症の方へのアセスメントとケア（認知症ケアの実践）』
～パーソンセンタードケア、認知症の方との関わり、支援方法を考える～

特別養護老人ホーム
ぽれぽれケアセンター白橿　
日　下　哲　也

同朋大学社会福祉学部　

専任講師　汲　田　千賀子  氏

　各施設では、認知症の人の個別性をとらえ、生きがいの継続やケアの質の向上となるような関わりが
進められています。認知症の人を職員目線から利用者視点に変え、ケアにつなげるにはどういった取り
組みが必要でしょうか？実践事例や研究発表を通じて学び、今後の認知症の人へのケアの向上につなげ
てもらえるような、そんな分科会になればと考えます。

【発表内容例】
●認知症の方への食事支援～環境の工夫による改善～
●認知症の方の介護拒否への対応～本人視点で考えることの大切さ～
●認知症の方がその人らしさを発揮するための個別ケア
●認知症の方へのコミュニケーションの工夫について
●「家に帰りたい」の想いに向き合って…
●短期入所生活介護（ショートステイ）での課題や取り組みについて

第 7 分 科 会

『認知症ケアを通した地域への活動状況と関わり』
～介護施設・事業所だからできること“地域と伴

とも

に行う認知症ケア”～

特別養護老人ホーム橿原の郷

叶　　　賢　治

畿央大学健康科学部看護医療学科
大学院健康科学研究科
教授　山　崎　尚　美　氏

　地域包括ケアシステムにおいて、介護施設・事業所には、「地域の拠点」や「最後の砦」といった役
割が期待されています。施設ならではの認知症ケアの技術・知識を活かした地域への活動状況や施設（認
知症の利用者）と地域との関わりについての実践事例や研究発表をしていただき、そこから自施設での
認知症に関する地域活動へのヒントや自施設内での認知症ケアの充実に繋がるような分科会にできれば
と考えます。

【発表内容例】
●地域における介護施設・事業所としての役割とは？
●地域と伴

とも

に生きる介護施設・事業所をつくろう！　　　　
●短期入所生活介護（ショートステイ）での課題や取り組みについて

テーマ

テーマ

座長

座長

助言者

助言者
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第 8 分 科 会
『チャレンジ！！「共に生き、共に輝くために」私たちが取り組んでいること』
～パーソンセンタードケア、認知症の方との関わり、支援方法を考える～

特別養護老人ホーム瑞祥苑	

釜　谷　佳　男
同志社大学社会学部社会福祉学科　

教授　空　閑　浩　人　氏

　医療と介護の同時改正を経て見えてきた国が描く福祉・介護の未来像。厳しさを増す人材確保や定着策。医療・
介護ニーズの重度化や生活に求められる多様化など多岐に渡る課題に直面している私たち。その課題に応えるた
めに皆さんが日々チャレンジしているあらゆることについて発信していただきます。介護ソフトを始め ICTの活
用や介護ロボットの導入、外国人労働者の受け入れや新人教育、定着支援の他にキャリアパス構築やキャリア形
成支援、メンタルヘルス等の労務管理などなど、日ごろの皆様の様々な取り組みについて共有したいと考えます。

【発表内容例】

第 9 分 科 会

『在宅サービスの取り組み　ご本人の願う自立を叶えるために』
～今の暮らしをそのままに、つかず離れずトモに歩む～

特別養護老人ホームおきなの杜　　

名　張　裕　信
居宅介護支援事業所　介護支援きくかわ

管理者　菊　川　節　子　氏

　加齢に伴って、これまでの暮らしが継続できなくなることは自然の摂理でもあります。しかし、その
人らしい生活を送ることができる共助の社会づくりを進めることで、「いつまでも我が家で暮らしたい」
という思いに応えることが可能となります。
　これまでと変わりなく「いつも通りに暮らす」ことは、私たち介護者も目指す目標でもあり、何より
もご本人が幸せである証となるものです。自宅の心地良さと自立支援のベストマッチングとは何か。こ
の分科会では、在宅介護の実践発表を通して、ご本人が自己実現できる介護支援の姿を思索します。

【発表内容例】
●「いつまでも、慣れ親しんだ自宅で。家族とともに」～家族の変則勤務に合わせた、変則介護サービスの提供～
●「在宅支援においてケアマネジャーの困難を引き起こすもの」～家族・事業所からの苦情対応に追われた事例からの気づき～
●「孤立している独居高齢者に対する社会資源の活用」～地域住民と協同した支援を振り返る～
●短期入所生活介護（ショートステイ）利活用での課題や取り組みについて

テーマ

テーマ

座長

座長

助言者

助言者

●機械化（ロボットなど）の導入で「抱えない介護の実現」
【例】スライディングボードやリフトの導入により腰痛での

離職者ゼロへ（の取り組み）
●介護ソフトの活用
【例】IT データ活用によって実現する情報共有や入力業務

の省力化と、それに伴う働き方改革の事例やペーパ
レス化による職場の整理術など

●外国人労働者の受け入れ
【例】文化や習慣の違いを超えて共に福祉のために働く仲

間の紹介（受け入れ初日から現在までの様子、施設で
の受け入れ例に関する工夫、取り組みなど）

【例】外国人労働者受け入れに際して施設で取り組んだこ
と。受け入れてみて分かった良い点と課題について

●「採用・育成・定着」
【例】職員の資質向上、モチベーションアップ、働き甲斐や

働きやすさの創出に向けた取り組みの事例
●メンタルヘルス
【例】「一人で抱え込まないために」ストレスチェック制度の

導入をきっかけにした職場のメンタルヘルスの取り組
み（事業所や部署別の分析結果を基にしたストレスマ
ネジメントの実践例など
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平成30年度 近畿老人福祉施設研究協議会  奈良大会  申込案内
　　　　　　　  

お申込から各種利用券受け取りまで
①大会参加申込　→　別紙申込書に必要事項をご記入の上、6月8日（金）必着で奈良交通㈱へご送付くだ

さい。 
②大会参加費・情報交換会参加費・宿泊費等の費用全額を、6月15日（金）までに下記口座にお振り込みい

ただきますようよろしくお願い致します。
　　⑴　参加費	 １０，０００円
　　⑵　情報交換会費	 １０，０００円
　　⑶　宿泊費	 12頁参照

　　　　
　　　　

③各種引換参加券・登録確認書等については、7月13日（金）頃に奈良交通㈱より参加者に送付致します。

　　　　　　①申込書送付　6月8日（金）までに

　　　　　　②費用振込み　6月15日（金）までに

　　　　　　③各種引換参加券・登録確認書等の送付7月13日（金）頃

　　　　　　　　　　　
①宿泊・情報交換会・保険の取消しについては、下記条項を適用させていただきます。

取 消 区 分 宿泊費用 夕食会費用 保 険
7月9日（月）迄に取消の場合 無　料 無　料 無　料
7月10日（火）〜7月16日（月）までに取消の場合 宿泊料金の20% 夕食料金の20% 無　料
7月17日（火）〜7月24日（火）までに取消の場合 宿泊料金の30% 夕食料金の50% 無　料
7月25日（水）前日の取消の場合 宿泊料金の50% 全　額 全　額
7月26日（木）当日の取消又は無連絡 全　額 全　額 全　額

②注意事項
※お取消しの基準日は、ＦＡＸの通信（着信日）日を有効と致します。
　間違い防止の為、お電話での取消の受付は致しかねますので、ご了承ください。

※取消後のご返金は、大会終了後、取消料金及び所定の振込手数料を差引きの上、送金します。
　尚、大会当日、会場での返金業務は致しかねますので、ご了承ください。

※締め切り後に、参加者が変更になる場合は必ず FAX にてご連絡ください。

※変更のご連絡無しに参加者が事故等に遭遇された場合、保険金支払いの対象外となりますのでご注意く
ださい。

大会参加について

振込先：南都銀行　本店営業部　（普通）１０２２３０７
　　　　口座名：奈良交通株式会社

参
加
費

奈
良
交
通
㈱

お申し込み後の取消しについて
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　近畿老人福祉施設研究協議会　奈良大会実行委員会事務局
　奈良県老人福祉施設協議会（担当：坂本、西本）
　　　〒634-0061　橿原市大久保町320-11 奈良県社会福祉協議会内
　　　TEL：0744 - 29 - 0100　 FAX：0744 - 29 - 0108　 E-mail：shisetsu@nara-shakyo.jp

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
奈良交通株式会社　観光事業部　本社旅行センター（担当：財

たからべ
部、吉田）

　　　〒630-8651　奈良市大宮町1丁目1-25
　　　TEL：0742 - 20 - 3140　 FAX：0742 - 27 - 2219
　　　営業日：月曜～金曜　９：００～１８：００ （土日祝は休業）

大会事務局

お申し込み・宿泊等に関するお問い合わせ

宿 泊 の ご 案 内

宿泊日　平成30年7月26日（木）
宿泊ホテル及び宿泊料金（1泊朝食付き・税込／お1人様）

記号 ホ テ ル 名 宿泊料金 部屋タイプ
洋室／和室 申込番号 ア ク セ ス

15,000円 1名利用 Ａ− ① 情報交換会会場

JR奈良駅西口すぐ

なら100年会館より徒歩3分

① ホテル日航奈良 13,000円 洋室 2名利用 Ａ− ②

11,000円 3名利用 Ａ− ③

② ピアッツァホテル奈良

13,000円
洋室

1名利用 Ｂ− ①

JR奈良駅西口すぐ

なら100年会館より徒歩1分

11,000円 2名利用 Ｂ− ②

11,000円
和室

2名利用 Ｂ− ③

10,000円 3名利用 Ｂ− ④

③ スーパーホテル Lohas
JR 奈良駅

8,800円
洋室

1名利用 Ｃ− ① JR奈良駅東口すぐ

なら100年会館より徒歩3分8,000円 2名利用 Ｃ− ②

④ AB ホテル奈良
8,000円

洋室
1名利用 Ｄ− ① JR奈良駅東口徒歩2分

なら100年会館より徒歩5分7,800円 2名利用 Ｄ− ②

【ご注意ください】
◆宿泊ホテルが満室の場合は、同等クラス又は別ランククラスホテルへご案内させていただく場合が

ございます。予めご了承ください。
◆宿泊ホテルの希望受付は、申込みの先着順とさせていただきます。
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①研究協議会開催中の安全対策には万全を期しておりますが、より安心してご参加いただく為に、任意で

の保険加入をお薦め致します。この保険は協議会参加中や、往復の移動中の事故、など万一の被害に対
する思わぬ出費を補償する保険です。

　②保険料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　③補償額（お支払）一覧表　　　　　　　　　　

国内旅行傷害保険案内

５００円

死亡・後遺障害 5 7 8 万円
入院日額 4 , 0 0 0 円
通院日額 2 , 5 0 0 円
個人賠償責任 3,000万円
携行品損害 5 万円
救援者費用 1 0 0 万円
臨時費用 6 0 万円

※ご注意
この保険によって補償される保険期間は、平成30年7月26日（木）の午前０時から平成30年７月
27日（金）の深夜12時までで、かつ本会議にご参加の為にご自宅を出発されてからご帰宅される
までとなりますので、ご注意ください。
保険期間中であっても一度帰宅した後に、別の目的で再び外出された場合は対象外です。

MEMO


